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環境影響評価手続き
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環境影響評価手続きの流れ
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事業計画の概要
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対象事業の目的

 当社は、2021年２月に「中国電力グループ「2050年カーボンニュートラ

ル」への挑戦～脱炭素社会の実現に向けたギアチェンジ～」を公表し、

「2050年カーボンニュートラルへ向けたロードマップ」により火力発電

の脱炭素化への取り組みの長期的な方向性を示し、水素・アンモニア発

電の実装準備を進めていくこととした。

 柳井発電所２号系列は運転開始から約30年経過し、設備の経年化が進んで

いることから脱炭素化を目指したリプレース計画として２－１号、２－２

号を廃止し、出力52.27万kWの「新２号機」を設置する計画とした。

 新２号機の計画にあたり、以下の技術等を採用し、環境負荷低減を図る。

・1,600℃級ガスタービンを用いた最新鋭のコンバインドサイクル発電方式を採用

・将来の水素混焼に対応可能な設備を計画

⇒ 2050年カーボンニュートラル実現に資する火力発電の脱炭素化に向けた取り組みの一環。

⇒ 「BATの参考表【令和4年9月時点】（経済産業省・環境省）」に掲載されている「(A)経済性・信頼性
において問題なく商用プラントとして既に運転開始をしている最新鋭の発電技術」以上の技術を採用
し、二酸化炭素排出削減に努める。
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対象事業の内容

柳井発電所２号系列リプレース計画事 業 名 称

山口県柳井市柳井字宮本塩浜1578番地１所 在 地

柳 井 発 電 所

項 目 将 来現 状

新２号機
２号系列

（2-3、2-4）
１号系列

（1-1～1-6）
２号系列

（2-1～2-4）
１号系列

（1-1～1-6）

ガスタービン
および汽力

同 左
ガスタービン
および汽力

同 左
ガスタービン
および汽力

原動力の種類

ＬＮＧ同 左ＬＮＧ同 左ＬＮＧ燃 料 の 種 類

52.27万kW39.6万kW78.6万kW79.2万kW78.6万kW

出 力
１７０．４７万ｋＷ１５３．９万ｋＷ
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対象事業実施区域の位置

敷 地 面 積

約50万m2対象事業実施区域

約２万m2
発 電 所 計 画 地
（新２号建設エリア）
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発電所の配置計画の概要
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完成予想図（現状・将来）
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発電設備の概要
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工事工程

４３２１工事開始後年数

工事開始後月数

全 体 工 程

準 備 工 事

土 木 建 築
工 事

本
体
工
事

設 備 据 付
工 事

試 運 転

０ 12 3624

着工
（2027.7）

▼

本体工事
（2027.9）

▼

新２号機建設工事

運転開始
（2030.7）

▼
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主要機器の種類
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環境保全対策の概要
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調査・予測・評価の概要
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環境影響評価の項目

①大気環境

（大気質、騒音・振動・低周波音）環境の自然的構成要素の

良好な状態の保持
②水環境（水質・水温・流況）

③動 物（陸域・海域）生物の多様性の確保及び

自然環境の体系的保全 ④植 物（陸域・海域）

⑤景 観
人と自然との豊かな触れ合い

⑥人と自然との触れ合いの活動の場

⑦廃棄物等
環境への負荷

⑧温室効果ガス等（二酸化炭素）
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環境影響評価の手順

予

測

評

価

基

準

・文献その他の資料
・現地調査

現況調査

・予測条件 等

環境保全対策

発電所の環境諸元

比較
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大 気 質
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環境影響評価の項目の選定（大気質）

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転

地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排

水

排
ガ
ス

硫黄酸化物

大
気
質

大
気
環
境

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の

良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と

し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価

さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

●●●●窒素酸化物

浮 遊 粒 子
状 物 質

石炭粉じん

●●●粉 じ ん 等
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［現況調査］気象観測結果

■ 地上・上層気象観測期間
2024年７月１日～2025年６月30日

■ 高層気象観測期間
夏季：2024年８月７～13日
秋季：2024年10月30日～11月５日
冬季：2025年１月24～30日
春季：2025年４月９～15日
※ 内陸では、夏季、秋季及び春季のみ観測

現 地 調 査 結 果

上層気象風配図地上気象風配図

平均湿度
（％）

平均気温
（℃）

最多風向
（方位）

平均風速
（m/s）

観測項目（地上高）

7316.9
北 西
(NW)

2.1地上気象（12m）

----
西北西
(WNW)

3.7上層気象（80m）

--
16.5～

7.8
西寄り

4.3～
9.7

対象事業
実施区域高層気象

（100～
1,500m） --

20.5～
12.1

西寄り
3.7～
9.0

内 陸
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［現況調査］大気質調査結果（二酸化窒素）

現 地 調 査 結 果

■ 全ての測定局で環境基準に適合

環 境 基 準 の
適 合 状 況

日 平 均 値 の
年 間 9 8 ％ 値

年 平 均 値測 定 局

〇0.011ppm0.006ppm柳井市役所
一
般
局

〇0.013ppm0.006ppm光 高 校

〇0.012ppm0.006ppm浅江中学校

〇0.007ppm0.003ppm田 布 施

当
社
設
置

〇0.007ppm0.003ppm伊 陸

〇0.007ppm0.003ppm阿 月

〇0.008ppm0.004ppm周防大島

※ 環境基準：１日平均値の年間98％値が0.06ppmを超えないこと。
大気質測定局

■ 調査期間（１年間連続）
2024年７月１日～2025年６月30日
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現 地 調 査 結 果

■ 全ての調査地点で環境基準に適合

■ 調査期間（四季毎、１週間連続）
・夏季：2024年７月25～31日
・秋季：2024年10月18～24日
・冬季：2025年１月15～21日
・春季：2025年４月９～15日

環境基準の
適 合 状 況

二酸化窒素日平均値

調査地点
期 間
最 高 値

期 間
平 均 値

〇0.0110.006
一般国道188号
（山口・下関方面）

①

〇0.0120.006
一般国道188号
（岩国・広島方面）

②

※ 環境基準：１時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでの
ゾーン内又はそれ以下であること。

二酸化窒素の測定

（単位：ppm）

［現況調査］沿道大気質調査結果（二酸化窒素）
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［保全対策］関係車両による大気質への影響
（窒素酸化物、粉じん）

環 境 保 全 対 策

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入

• 大型機器は極力海上輸送することに
よる工事関係車両台数の低減

• 工程調整等による工事関係車両の平
準化

• 乗り合い通勤の実施による工事関係
車両台数の低減

• 急発進、急加速の禁止、アイドリン
グストップ等の励行

• 工事用車両出場時の適宜タイヤ洗浄

資
材
等
の
搬
出
入

• 設備点検時の工程調整による発電所
関係車両台数の平準化

• 乗り合い通勤の徹底による発電所関
係車両台数の低減

• 急発進、急加速の禁止、アイドリン
グストップ等の励行

• 資材等搬出車両出場時の適宜タイヤ
洗浄

新２号機運転開始後

（設備点検時）

新２号機建設工事

（６ヶ月目）

148台／日242台／日小型車

12台／日410台／日大型車

160台／日652台／日計

■ 窒素酸化物に係る予測台数
（窒素酸化物排出量の最大月、最大往復台数）

新２号機運転開始後
（設備点検時）

新２号機建設工事
（６ヶ月目）

148台／日242台／日小型車

12台／日410台／日大型車

160台／日652台／日計

■ 粉じん等に係る予測台数
（関係車両台数の最大月、最大往復台数）

※ 車両台数は関係車両台数が最も多い、一般国道188号（岩国・

広島方面）による往復交通量を示す。
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［予測結果］関係車両による大気質への影響
（窒素酸化物）

予 測 結 果

環境基準の
適合状況

将来環境濃度

Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度

Ｂ

工事関係車両
寄与濃度

Ａ

予測地点

〇0.011040.0110.00004
一般国道188号
（山口・下関方面）

①

〇0.012040.0120.00004
一般国道188号
（岩国・広島方面）

②

環境基準の
適合状況

将来環境濃度

Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度

Ｂ

発電所関係車両
寄与濃度

Ａ

予測地点

〇0.0110030.0110.000003
一般国道188号
（山口・下関方面）

①

〇0.0120040.0120.000004
一般国道188号
（岩国・広島方面）

②

（単位：ppm）

（単位：ppm）

※窒素酸化物濃度は、二酸化窒素に換算した値を示す。
環境基準：日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。

■ 新２号機建設工事（工事開始後６ヶ月目）

■ 新２号機運転開始後（設備点検時）
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［予測結果］関係車両による粉じん等の影響

予 測 結 果

車両の割合
（％）

Ｂ／Ｃ

合 計
（台／日）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

工事関係車両
（台／日）

Ｂ

一般車両
（台／日）

Ａ

予測地点

4.014,09355613,537
一般国道188号
（山口・下関方面）

①

4.614,12665213,474
一般国道188号
（広島・岩国方面）

②

車両の割合
（％）

Ｂ／Ｃ

合 計
（台／日）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

工事関係車両
（台／日）

Ｂ

一般車両
（台／日）

Ａ

予測地点

1.213,69716013,537
一般国道188号
（山口・下関方面）

①

1.213,63416013,474
一般国道188号
（広島・岩国方面）

②

※交通量は24時間の往復交通量（小型車・大型車）を示し、動力付き二輪車を含む。

■ 新２号機建設工事（工事開始後６ヶ月目）

■ 新２号機運転開始後（設備点検時）
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［影響評価］関係車両による大気質の影響
（窒素酸化物・粉じん）

環 境 影 響 評 価

大気環境に及ぼす影響は少なく、

実行可能な範囲内で低減されて

いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障

を及ぼすものではないと評価。

• 関係車両から排出される窒素酸化物（二
酸化窒素に換算）の将来環境濃度は、
いずれも環境基準を満足。

• 関係車両の台数が占める最大割合は、工
事中で4.6％、新２号機運転開始後（設
備点検時）で1.2％となり、関係車両の
出場時のタイヤ洗浄等、粉じん飛散防止
に努める。
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［保全対策・予測結果］
建設機械による大気質の影響

予 測 結 果

環 境 保 全 対 策

• 工程調整による建設機械の稼働台数平準化。

• 点検・整備による建設機械の性能維持、
停止時のアイドリングストップ励行。

• 必要により散水等を実施。

• 既設設備の利用、造成済みの用地に発電設備
を設置することによる工事量低減。

• 可能な限り工場製作組立による現地工事量の
低減。

環境基準の
適合状況

将来環境濃度
（ppm）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度
（ppm）

Ｂ

建設機械寄与濃度
（ppm）

Ａ

予測地点

〇0.02710.0130.0141
住居地域
（寄与濃度最大地点）

※ＢＧ濃度：令和２～６年度における最寄りの測定局（柳井市役所）における2020～2024年度の二酸化窒素
濃度の日平均値の年間98％値の平均値を用いた

環境基準：日平均値が0.04～0.06ppmのゾーン内またはそれ以下

■ 新２号機建設工事（工事開始後６ヶ月目）
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環 境 影 響 評 価

大気環境に及ぼす影響は少なく、

実行可能な範囲内で低減されて

いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障

を及ぼすものではないと評価。

• 建設機械から排出される二酸化窒素の
将来環境濃度はいずれも環境基準に適合

• 土砂粉じん発生抑制のため、必要に応じ
て建設機械の洗浄や散水等を行う。

［影響評価］建設機械による大気質の影響
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［保全対策］発電所の運転による大気質の影響

環 境 保 全 対 策

方法書段階との差新２号機諸元項 目

変更なし［80］80地上高 (ｍ）煙 突

▲ 130［約2,300］2,170湿り（103m3N/h）
排出ガス量

▲ 100［約2,100］2,000渇き（103m3N/h）

▲ 0.5［約５］4.5排出濃度（ppm）
窒素酸化物

▲ 5［約20］15排出量（m3N/h）

※ ［ ］内は、方法書記載値を示す。

新２号機の詳細設計の具体化並

びに検討の結果、方法書段階よ

りも窒素酸化物排出濃度及び排

出量の更なる低減を図る計画と

した。

• 天然ガス（ＬＮＧ）を発電用燃料とした
最新鋭の発電設備を採用することで、窒
素酸化物の影響を低減する。

• 最新鋭の低ＮＯｘ燃焼器及び排煙脱硝装
置を設置し、窒素酸化物排出濃度及び排
出量を低減する。

［ 新２号機のばい煙諸元 ］
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［予測結果］発電所の運転による大気質の影響
（二酸化窒素寄与濃度［年平均］の予測結果）

予 測 結 果

測定局

① 柳井市役所

② 光 高 校

③ 浅江中学校

④ 田 布 施

⑤ 伊 陸

⑥ 阿 月

⑦ 周防大島

0.00001ppm

0.00003ppm

0.00003ppm
0.00001ppm
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予 測 結 果

※寄与濃度：新２号機運転による寄与
ＢＧ濃度：既設１、２号系列の稼働を含む

■ 年平均値予測結果（寄与濃度、将来環境濃度）

評価対象地点
の選定根拠

環境基準の
年平均相当値

（ppm）

将来環境濃度
（ppm）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度
（ppm）

Ｂ

寄与濃度
（ppm）

Ａ

評価対象地点

寄与濃度最大0.018～
0.028

0.006020.0060.00002柳 井 市 役 所

0.003020.0030.00002田 布 施

0.004020.0040.00002周 防 大 島

環境濃度最大0.007010.0070.00001浅 江 中 学 校

［予測結果］発電所の運転による大気質の影響
（環境基準等との整合性［年平均値予測］）
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予 測 結 果

評価対象地点
の選定根拠

環境基準

将来環境濃度
（ppm）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度
（ppm）

Ｂ

寄与濃度
（ppm）

Ａ

評価対象地点

寄与濃度最大0.04～0.06ppm
のゾーン又は

それ以下

0.013270.0130.00027柳 井 市 役 所

環境濃度最大0.014100.0140.00010光 高 校

※寄与濃度：新２号機運転による寄与
ＢＧ濃度：既設１、２号系列の稼働を含む

評価対象地点
の選定根拠

環境基準

将来環境濃度
（ppm）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度
（ppm）

Ｂ

寄与濃度
（ppm）

Ａ

評価対象地点

寄与濃度最大0.04～0.06ppm
のゾーン又は

それ以下

0.008060.008ppm0.00006田 布 施

環境濃度最大0.020000.0200.00000柳 井 市 役 所

■ 日平均値予測結果（寄与高濃度日）

■ 日平均値予測結果（実測高濃度日）

［予測結果］発電所の運転による大気質の影響
（環境基準等との整合性［日平均値予測］）
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予 測 結 果

■ 特殊気象条件時等の二酸化窒素予測結果（１時間値）

［予測結果］発電所の運転による大気質の影響
（環境基準等との整合性［特殊気象条件下］）

※ 寄与濃度は、最大着地濃度を示す。
ＢＧ濃度は最大着地濃度の出現時刻における測定局の１時間値の最大値を用いた。
なお、地形影響に係るＢＧ濃度は柳井市役所局における二酸化窒素濃度の１時間値の最大値を用いた。

・逆転層形成時 ：2024年11月４日 10時（柳井市役所局）
・建物ダウンウォッシュ発生時 ：2025年２月25日 13時（柳井市役所局）
・内部境界層フュミゲーション発生時：2024年８月12日 12時（柳井市役所局）

基準値等

将来環境濃度
（ppm）

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

ＢＧ濃度
（ppm）

Ｂ

寄与濃度
（ppm）

Ａ

項 目

１時間暴露
として

0.1～0.2ppm

0.01430.0100.0043逆転層形成時
特
殊
気
象
件
時

発生なし煙突ダウンウォッシュ
発生時

0.00850.0050.0035建物ダウンウォッシュ
発生時

0.00690.0030.0039内部境界層
フュミゲーション発生時

0.097960.0960.00196地形影響
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［影響評価］発電所の運転による影響

環 境 影 響 評 価

大気環境に及ぼす影響は少なく、

実行可能な範囲内で低減されて

いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障

を及ぼすものではないと評価。

• 発電所の運転により排出される窒素酸化
物の寄与濃度は、低濃度となっている。

• 将来環境濃度は、いずれも環境基準及び
指針値等に適合している。
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騒音・振動・低周波音
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
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出
入

発電所の運転

地
形
改
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及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

●●●●騒 音
騒
音

大
気
環
境

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良

好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て

調
査
、
予
測
及
び
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価
さ
れ
る

べ
き
環
境
要
素

●●●●振 動
振
動

●低 周 波 音
そ
の
他
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［現況調査］
道路交通騒音、振動、交通量調査結果

現 地 調 査 結 果

［昼間］

［夜間］

［調査期間］
令和７年４月17日 ０時～24時

［調査手法］
（騒音）JIS Z 8731：2019 により、等価騒音レベル

を測定
（振動）振動規制法に定められた方法により時間率

振動レベルを測定
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［現況調査］騒音、振動、低周波音調査結果
（敷地境界・近傍住宅）

現 地 調 査 結 果

［調査期間］
令和７年４月17日 ０時～24時

［敷地境界］

［近傍住宅］

［単位：dB］

［単位：dB］
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［保全対策］
関係車両による騒音・振動の影響

環 境 保 全 対 策

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入

• 既設設備の利用、造成済み用地に発電
設備を設置することによる工事量低減

• 大型機器は極力海上輸送することに
よる工事関係車両台数の低減

• 工程調整による車両台数の平準化
• 乗り合い通勤の徹底による集団輸送を
促進

• 急発進、急加速の禁止、アイドリング
ストップ等の励行

資
材
等
の
搬
出
入

• 設備点検時の工程調整による車両台数
の平準化

• 乗り合い通勤の徹底による集団輸送を
促進

• 急発進、急加速の禁止、アイドリング
ストップ等の励行

工事用資材等の搬出入
（工事関係車両交通量の最大月、往復）

※ 予測地点①：一般国道号188号（山口・下関方面）、一般国道号188号（岩国・広島方面）による片道交通量を示す。

資材等の搬出入
（発電所関係車両交通量の最大月、往復）
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［予測結果・影響評価］
関係車両による騒音・振動の影響

予測地点いずれも基準等を満足予 測 結 果 環 境 影 響 評 価

生活環境に及ぼす影響は少な
く、実行可能な範囲内で低減
されているものと評価。
環境保全の基準等の確保に支
障を及ぼすものではないと
評価。

■ 騒音ＬAeq (昼間：６時～22時）

注1．［ ］は、現況実測値からの増加分を示す。
2. （ ）は、基準等は指定されていないが、地域の状況から近傍エリアの基準等を準用

した値を示す。

［単位：dB］

■ 振動Ｌ10 (昼間：８時～19時）
［単位：dB］

基準等予測結果
現 況

実測値
予 測 地 点

要請限度
設 備

点検時

工事開始

７ヶ月目

7032［0］33［+1］32
①一般国道188号

（山口・下関方面）

(70)31［0］32［+1］31
②一般国道188号

（岩国・広島方面）

基準等予測結果
現 況

実測値
予 測 地 点 要請

限度

環境

基準

設 備

点検時

工事開始

６ヶ月目

757069［0］70［+1］69
①一般国道188号

（山口・下関方面）

(75)(70)71［0］72［+1］71
②一般国道188号

（岩国・広島方面）

• 関係車両の運転による騒音
及び振動レベルの増加は
少ない。

［予測地点のレベル増加］

（騒音）
工 事 中：１dB
設備点検時：増減なし

（振動）
工 事 中：１dB
設備点検時：増減なし
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［保全対策・予測結果・影響評価］
建設機械による騒音・振動の影響

環 境 保 全 対 策

• 可能な限り工場製作組立による現地工事量の
低減。

• 低騒音・低振動型機械の使用、点検整備に
よる建設機械の性能維持。

• 既設設備の利用、造成済みの未利用地に発電
設備を設置することによる工事量低減。

• 工程調整による建設機械の稼働台数平準化。
• 低騒音・低振動工法の採用。

予測地点いずれも基準値を満足予 測 結 果 環境影響評価
［単位：dB］

注1.振動に係る現況実測値のうち、＜25未満については、25dBとして予測計算
を実施。

2.［ ］：現況実測値からの増加分、「--」：調査未実施（予測対象外）
（ ）：環境基準の地域の類型に指定されておらず、地域状況から、

他の基準値を規制値として準用した値を示す。

振 動 Ｌ10騒 音 LA5

予測地点 基準
値

工事開始
７ヶ月目

現 況
実測値

基準
値

工事開始
６ヶ月目

現 況
実測値

75

50［+25］25未満

85

59［+12］47予測地点１

敷
地
境
界

54［+26］2760［+ 7］53予測地点２

61［+33］2850［+ 2］48予測地点３

49［+23］2648［+ 2］46予測地点４

------65［+ 9］56予測地点５

------54［+ 5］49予測地点６

5535［+10］256058［+11］47近傍住宅１

(55)25［ 0］25未満(60)57［+ 9］48近傍住宅２

• 発電所敷地境界における特
定建設作業に伴う騒音・振
動は基準値を下回っている。

• 近傍住宅における予測結果
は騒音の環境基準、振動の
感覚閾値を下回っている。

生活環境に及ぼす影響は少な
く、実行可能な範囲内で低減
されているものと評価。
環境保全の基準等の確保に支
障を及ぼすものではないと
評価。
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［保全対策・予測結果］
発電所の運転による騒音の影響

環 境 保 全 対 策

• 騒音の発生源となる機器は、可能な限り低騒音型機器を使用。
• 発生源となる機器は建屋内へ収納するなど、防音対策を実施。
• 発生源となる機器を屋外に設置する場合は、防音カバー等を設置するなど、防音対策を実施。

予測地点いずれも基準値等を満足予 測 結 果

注1.協定値は、当社が山口県及び柳井市と締結している

環境保全に関する協定書の記載値を示す。

2.［ ］：現況実測値からの増加分、

（ ）：環境基準の地域の類型に指定されておらず、

地域状況から、他の基準値を規制値として

準用した値を示す。

［単位：dB］

［単位：dB］
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［影響評価］発電所の運転による騒音の影響

環 境 影 響 評 価

生活環境に及ぼす影響は少なく、

実行可能な範囲内で低減されて

いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障

を及ぼすものではないと評価。

• 発電所敷地境界における予測結果は、
山口県及び柳井市と締結している協定書
記載値を満足。

• 近傍住宅における予測結果は、騒音の環
境基準を満足。
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［保全対策・予測結果・影響評価］
発電所の運転による振動の影響

環 境 保 全 対 策

• 振動の発生源となる機器は、可能な限り低振動型機器を使用。
• 発生源となる機器は基礎を強固にするなど、防振対策を実施。

予測値点いずれも基準等を満足予 測 結 果
［単位：dB］

環 境 影 響 評 価

生活環境に及ぼす影響は少な
く、実行可能な範囲内で低減
されているものと評価。

環境保全の基準等の確保に支
障を及ぼすものではないと
評価。

注1.25未満については、25dBとして予測計算を実施。
2.［ ］：現況実測値からの増加分、参考値は振動感覚閾値を示す。

• 敷地境界における予測結果
は、山口県及び柳井市と締
結している協定書記載値を
満足。

• 近傍住宅における予測結果
は、振動感覚閾値を満足。

［単位：dB］
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［保全対策・予測結果・影響評価］
発電所の運転による低周波音の影響

環境保全対策

• 低周波音の発生源となる機器には、可能な限り低騒音型機器を使用する。
• 発生源となる機器は、建屋内へ収納する。

予測地点いずれも参考値を満足予 測 結 果 環 境 影 響 評 価

生活環境に及ぼす影響は少なく、
実行可能な範囲内で低減されている
ものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障を及
ぼすものではないと評価。

（単位：dB）■ 敷地境界

■ 近傍住宅 （単位：dB）

注.［ ］：現況実測値からの増加分、参考値は睡眠影響が現れ
るとされる値を示す。

• 敷地境界における予測結果は、低周
波音を感じ、睡眠影響が現れ始める
とされている参考値を満足。

• 近傍民家における予測結果は、「建
具のがたつきが始まる低周波音レベ
ル」及び「圧迫感・振動感」を感じ
るレベルに至っていない。
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水質・水温・流況
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素
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設
の
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造
成
等
の
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工
に
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一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働
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事
用
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材
等
の
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［現況調査］
水質調査結果（水の汚れ・濁り、富栄養化）

現 地 調 査 結 果

・四季を通じて、環境基準（Ｂ類型指定海域）に

適合している。

［調査期間］（四季毎に１回）
夏季：令和６年９月３日、秋季：令和６年10月17日
冬季：令和７年１月14日、春季：令和７年４月14日

［調査手法］
バンドーン採水器を用いて、
３層※（表層、中層、下層）
から採水

※ 表層：海面下0.5ｍ、
中層：海面下５ｍ
下層：海底上１ｍ バンドーン採水器
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［現況調査］水温、流向及び流速調査結果

現 地 調 査 結 果

［調査期間］
可搬型水温塩分計を用いて、四季毎に１回測定
夏季：令和６年８月19日、秋季：令和６年11月14日
冬季：令和７年２月11日、春季：令和７年４月11日

春 季冬 季秋 季夏 季項 目

12.4℃10.5℃21.3℃24.6℃表 層

12.2℃10.5℃21.3℃24.4℃中 層

12.1℃10.5℃21.3℃24.3℃下 層

発電所の前面調査点を除き、年間を
通じて海岸地形に沿った流れが卓越

・流 向

四季を通じて顕著な変化はない・流 速

概ね12時間周期の流れの成分が卓越・周期性

調査地点 は年間を通じて同一
方向、その他地点は季節毎で異なる

・恒流成分

■ 水温水平分布調査結果（平均）

■ 流況調査結果概要

［調査期間］
電磁流向流速計を用いて、四季毎に15日間連続測定
夏季：令和６年９月２日～９月18日
秋季：令和６年11月６日～11月24日
冬季：令和７年２月３日～２月24日
春季：令和７年４月７日～４月25日

●●１ ２
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［保全対策・予測結果・影響評価］
工事中の水の濁りへの影響

環境保全対策・予測評価

環 境 影 響 評 価

周辺海域に及ぼす影響は少なく、
実行可能な範囲内で低減されて
いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障
を及ぼすものではないと評価。

工 事 排 水

雨水排水他

機器洗浄水

協定書記載値以下で管理

20mg/L以下浮 遊 物 質 量

協定書記載値以下で管理

15mg/L以下化学的酸素要求量

60mg/L以下全 窒 素

８mg/L以下全 燐

濾 過沈 殿凝 集

沈 殿凝 集

中 和濾 過

濁水処理装置

総合排水処理装置

海
域
へ
排
水

生 活 排 水 柳 井 市 下 水 道

• 工事の実施に伴い発生する排水は、濁水処
理装置及び総合排水処理設備で適切に処理。

• 工事の実施に伴い発生する排水の水質は、
協定書の記載値以下で管理・排水する。

• 生活排水は柳井市下水道へ排出。
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［保全対策・予測結果・影響評価］
発電所の運転による水質への影響

環境保全対策・予測評価

環 境 影 響 評 価

周辺海域に及ぼす影響は少なく、
実行可能な範囲内で低減されて
いるものと評価。

環境保全の基準等の確保に支障
を及ぼすものではないと評価。

プラント雑排水

協定書記載値以下で管理

15mg/L以下化学的酸素要求量

60mg/L以下全 窒 素

８mg/L以下全 燐

沈 殿凝 集

中 和濾 過

総合排水処理装置

海

域

へ

排

水

プラント排水

生 活 排 水

プラント雑排水

プラント排水

新２号機

既 設 ※

柳 井 市 下 水 道

※ 既設：１号系列、２号系列設備を示す。

• 発電所の運転により発生する排水は、総合
排水処理設備で適切に処理。

• 発電所の実施により発生する排水の水質は、
協定書の記載値以下で管理・排水する。

• 生活排水は柳井市下水道へ排出。
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［保全対策・予測結果・影響評価］
発電所の運転による温排水拡散予測

環 境 保 全 対 策

• 復水器冷却水の取放水温度差は、７℃以下とする。
• 取放水設備は、既設設備を利用して約0.2m/sの低流速で深層取水し、温排水は約4.0m/sの
流速で水中放水する。

予 測 結 果 環 境 影 響 評 価

周辺海域に及ぼす影響は少なく、実行
可能な範囲内で低減されているものと
評価。

• 発電所の運転により排出される温排水
は、放水口近傍で水温は急速に低下し、
速やかに浮上（表層２℃上昇域なし）。

• 表層の水温１℃上昇範囲（0.99km2）は、
限られた範囲。

（海面下0.5m）
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陸生動植物
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転

地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

●●

重要な種及び
注目すべき生
息地（海域に
生息するもの
を除く）

動

物

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然

環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て

調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ

き
環
境
要
素

●●

重要な種及び
注目すべき生
息地（海域に
生育するもの
を除く）

植

物
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［現況調査］陸生動植物調査結果

対象事業実施区域内で
確認した重要な種数

陸生生物調査により
確認した種数項 目

確認されていない7目 12科 17種哺乳類

［21種］

ｵｵﾊﾞﾝ、ﾐｻｺﾞ、ﾊﾁｸﾏ、

ｵｵﾀｶ、ｻｼﾊﾞ、ﾉｽﾘ、

ﾊﾔﾌﾞｻ、ｵｵﾖｼｷﾘ 等

17目 48科

144種
鳥 類

確認されていない2目 4科 5種爬虫類

確認されていない2目 6科 8種両生類

［12種］

ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ｽｼﾞﾋﾗ

ﾀｶﾞﾑｼ、ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ、

ｱｵｽｼﾞｸﾓﾊﾞﾁ、ｷｱｼﾊﾅ

ﾀﾞｶﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ等

16目 242科

1,432種
昆虫類

［２種］

ｼﾗﾝ、ｷﾝﾗﾝ
137科 585種植 物
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［保全対策・予測結果］
工事中及び発電所の存在による陸生動植物の影響

環 境 保 全 対 策

・大型機器は可能な限り工場製作組立とし、

現地工事量を低減する。

・定期的な会議等での工事関係者への周知徹底。

・新たな土地造成は行わず、コンパクトな設備

配置設計とし、工事範囲は必要最小限とする。

・可能な限り低騒音、低振動型建設機械の使用。

生息・生育する重要な種への影響は少ないものと予測予 測 結 果
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［影響評価］
工事中及び発電所の存在による陸生動植物の影響

環 境 影 響 評 価

陸生生物に及ぼす影響は少なく、

実行可能な範囲内で低減されて

いるものと評価。

• 重要な種の確認場所と類似環境は、対象事
業実施区域内に複数存在する。

• 工事実施により、生息・生育地が一部消失
する重要な種については、工事着手前に状
況の確認を行い、重要な種の生息・生育が
確認された場合は、別の生息地への移動や
移植等により、種の保全に努める。

• 資材ヤード予定地内で
生育を確認

• 工事着手前に適地への
移植を計画

• 資材ヤード予定地内
（小規模な水たまり）
を含む複数の場所で生
息を確認

• 工事着手前に生息確認
を計画

• 新２号機建設エリア内
を含む複数の場所で生
息を確認

• 工事着手前に生息確認
を計画

• 新２号機建設エリア内
を含む複数の場所で生
息を確認

• 工事着手前に生息確認
を計画

アオスジクモバチ スジヒラタガムシ シランヒバリ

引用：山口県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 引用：愛媛県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ
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海生動植物
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転

地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

●
海域に生息す

る動物

動

物

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自

然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と

し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ

れ
る
べ
き
環
境
要
素

●
海域に生育す

る植物

植

物
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［現況調査］海生動植物調査結果

主な出現種項目

ﾎｼｻﾞﾒ、ﾏﾀﾞｲ、ｲﾈｺﾞﾁ等
遊泳動物
（刺網）

動

物

ﾎｼｻｻﾉﾊﾍﾞﾗ、ｶｻｺﾞ等
遊泳動物
（一本釣り）

ｺｶﾞﾓｶﾞｲ、ﾑﾗｻｷｲﾝｺ、ｶﾒﾉﾃ等潮間帯生物

ｼｽﾞｸｶﾞｲ、Notomastus 属、
ﾑｼﾛｶﾞｲ、ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ、ｽｼﾞﾊｾﾞ等

底生生物

ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ科、Oithona 属、
Microsetella norvegica 等

プランクトン

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ、ｽｽﾞｷ属等卵

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ、ﾊｾﾞ科、ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科、
ｶｻｺﾞ、ﾈｽﾞｯﾎﾟ科等

稚仔

ｱｵﾉﾘ属、ﾌｸﾛﾉﾘ、ﾃﾝｸﾞｻ科、
ｲｼｹﾞ、ｼﾞｮﾛﾓｸ、ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ等

潮間帯生物
植

物
ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属、ｱﾏﾓ、ｼﾞｮﾛﾓｸ等海藻草類

Cryptophyceae、Haptophyceae、
Microflagellata 等

プランクトン
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［保全対策・予測結果］
発電所の運転（温排水）による海生動植物の影響

環 境 保 全 対 策

・復水器冷却水の取放水温度差は７℃以下とし、既設設備を利用して、約0.2m/sの低流速で深層
取水し、温排水は約4.0m/sの流速で水中放水する。

・海生生物付着防止剤は、放水口において残留塩素濃度が検出されないよう管理する。

生息・生育する重要な種への影響は少ないものと予測予 測 結 果

ヒメイカホ シ ザ メ

• 生息域への一部影響が考えられる
が、広温性で遊泳力を有している。

• 主に中・低層に生息。

ア カ ム シ

• 生息域への一部影響が考えられる
が、温排水の拡散範囲は放水口近
傍の限られた範囲。

• 水温等の変化に

適応力がある。

引用：気仙沼市魚市場HP

予 測 結 果重要な種

温排水の拡散範囲は放水口近
傍の限られた範囲であり、
広温性で遊泳力を有している。

ホシザメ、ツバクロエイ、トビエイ、
ナルトビエイ、コモンサカタザメ

温排水の拡散範囲は放水口近
傍の限られた範囲であり、
調査海域に広く分布している。

ヒメイカ、キツネメバル、ムシロガイ、
イソチドリガイ、アサヒキヌタレガイ、
キヌタレガイ、ヤマホトトギス、
ユウシオガイ、ウズザクラ、
サクラガイ、バラフマテ、オビクイ、
ヨコナガモドキ、メナシピンノ、
オサガニ、オオヨコナガピンノ、
ヒガシナメクジウオ

調査海域に分布し、温排水の
拡散範囲は放水口近傍の限ら
れた範囲であり、温排水は狭
い範囲で速やかに浮上し、
表層を拡散する。

アカムシ、アカウニ
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［影響評価］
発電所の運転（温排水）による海生動植物の影響

環 境 影 響 評 価

海生動植物に及ぼす影響は少な

く、実行可能な範囲内で低減さ

れているものと評価。

• 海域の地形改変及び工事は行わない。

• 温排水の拡散範囲及び水温上昇域は放水口
近傍の限られた範囲。

• 海生動植物は周辺海域に広く分布。

ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ

ｲｿﾁﾄﾞﾘ

ｱｻﾋｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｵｵﾖｺﾅｶﾞﾋﾟﾝﾉ

ﾋｶﾞｼﾅﾒｸｼﾞｳｵ
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景 観
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転

地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

●

主要な眺望
点及び景観
資源並びに
主要な眺望
景観

景

観

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ

合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調

査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る

べ
き
環
境
要
素

○○

主要な人と
自然との触
れ合いの活
動の場

人
と
自
然
と
の

触
れ
合
い
の
活

動
の
場
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［保全対策・予測結果①］
発電所の存在による景観への影響

環境保全対策

• 可能な限り既設設備と主要な建物等の基調色及びアクセント等を揃える。

• 燃料貯蔵設備や港湾設備等は既設設備を利用し、新たに設置する設備は可能な限り小規模
とする。

琴石山からの眺望景観（中景：発電所から北東3.2km）予 測 結 果

・標高545ｍの山頂からの視点であり、遮蔽物がないため既設建屋、煙突等の全容が視認。
・将来は、既設煙突の左下に新２号機煙突や建屋が視認されるが、対象事業実施区域からは、

約3.0km離れているため、視覚的な変化はほとんどない。

現 状

既設煙突

将 来

新２号機煙突

新２号機設備
（ﾀｰﾋﾞﾝ建屋）
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［予測結果②］
発電所の存在による景観の影響

サザンセト伊保庄マリンパークからの眺望景観（中景：発電所から南1.3km）予 測 結 果

柳井港からの眺望景観（近景：発電所から北東0.9km）予 測 結 果

•前面が海のため遮蔽
物がなく、発電所方
向に既設設備が視認。

•既設設備に隣接して
新２号機煙突が視認
されるが、大きな
インパクトはない。

•色彩等を既設設備や
周辺環境と調和した
ものとするため、
眺望景観への影響は
少ない。

•発電所方向に既設の
煙突や建屋が視認。

•既設建屋の前面に新
２号機設備を設置す
るが、ほとんど視認
できない。

•色彩等を既設設備や
周辺環境と調和した
ものとするため、
眺望景観への影響は
少ない。

現 状

現 状

将 来

既設煙突

既設煙突 新２号機煙突

将 来
新２号機煙突

新２号機設備
（排熱回収ﾎﾞｲﾗｰ）
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［予測結果③・影響評価］
発電所の存在による景観の影響

柳井発電所構内からの眺望景観（近景：発電所から0.2km）予 測 評 価

•発電所構内の一般開
放エリアからの視点
であり、既設の煙突
と建屋が眼前に視認。

•新２号機設備を既設
建屋後方に設置する
が、既設建屋に視界
が遮断されるため、
眺望景観への影響は
ない。

環境影響評価

施設の存在による景観への影響

は、実行可能な範囲内で低減さ

れているものと評価。

将 来現 状 既設煙突

• 可能な限り既設発電施設と主要な建物等の
基調色及びアクセント等を揃える。

• 新設設備による眺望景観の視覚的変化に対
し、その影響を最大限緩和するような配慮
がなされている。
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主要な人と自然との
触れ合いの活動の場
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転
地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

○

主要な眺望
点及び景観
資源並びに
主要な眺望
景観

景観

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い

の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測

及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

●●

主要な人と
自然との触
れ合いの活
動の場

人
と
自
然
と
の

触
れ
合
い
の
活

動
の
場
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［現況調査］
人と自然との触れ合いの活動の場の調査位置

Ａ：サザンセト伊保庄マリンパーク

年間利用状況
8,168人

(                     （令和6年度）

Ｂ：やまぐちフラワーランド

年間利用状況
76,482人

(                        （令和6年度）

Ｃ：アデリーホシパーク

年間利用状況
121,891人

(                        （令和6年度）

引用：観光情報（柳井市HP）より

引用：観光情報（柳井市HP）より

引用：観光情報（柳井市HP）より
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［保全対策・予測結果・影響評価］
関係車両による人と自然との触れ合いの活動の場

環 境 保 全 対 策

• 既設設備を有効活用することにより、工事
量を低減し、関係車両台数を低減する。

• 大型機器は可能な限り海上輸送し、構内の

物揚桟橋から搬入することで、関係車両台
数を低減する。

• 工事工程の調整等による関係車両台数の平
準化を図る。

• 乗り合い通勤を徹底することにより、関係

車両台数を低減する。

予 測 結 果

（工事中：工事開始後６ヶ月目）

（発電所：設備点検時）
環 境 影 響 評 価

人と自然との触れ合いの活動の場へ
の影響は、実行可能な範囲内で低減
されているものと評価。

• 各予測地点における発電所関係車両
の割合は、工事中で最大4.9％、
設備点検時で最大1.2％となる。
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廃棄物等



P72Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転
地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

●●産業廃棄物廃
棄
物
等

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に
よ

り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環

境
要
素

●残 土

○二酸化炭素

温
室
効
果
ガ
ス
等
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［保全対策・予測結果・影響評価］
工事中及び発電所の運転による廃棄物の影響

環境保全対策

・既設設備を有効活用することにより、工事
量を低減し、廃棄物の減量化を図る。

・大型機器は可能な限り工場製作組立を行い、

工事量を低減し、廃棄物の減量化を図る。
・梱包材の簡素化等により、廃棄物の発生量

を低減する。
・分別回収及び有効利用に努め、廃棄物処分

量の低減を図る。有効利用が困難なものは、

関連法令に基づき、適正処理する。

予 測 結 果

（工事中）

（運転中）
環境影響評価

環境への負荷量の増加は少ないものと考えら
れ、産業廃棄物の発生は、実行可能な範囲内
で低減されているものと評価。

• 有効利用が困難な産業廃棄物は、関係法
令に基づき、適正処理する。

• 発生する産業廃棄物の有効利用量は、
工事中で約69.5％、運転中で約99.2％。
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［保全対策・予測結果・影響評価］
工事中による残土の影響

環 境 保 全 対 策

• 既設設備の有効利用により、掘削範囲を必要最小限とする。

• 工事の実施に伴い発生する発生土は、埋戻して利用することにより、可能な限り対象事業実
施区域内にて有効利用する。

• 有効利用が困難な残土は発電所構外に搬出し、工事期間中において適正に処理する。

予 測 結 果

残土量
再利用土量
（埋戻し）

発生土量工事項目

約6.0万ｍ3約2.8万ｍ3約8.8万ｍ3陸域工事

環 境 影 響 評 価

環境への負荷量の増加は少ない

ものと考えられ、工事の実施に

伴い発生する残土の影響は、実

行可能な範囲内で低減されてい

るものと評価。

• 工事の実施に伴い発生する発生土量（約8.8万
ｍ3）のうち、約2.8万ｍ3を対象事業実施区域
内で有効利用する。

• 有効利用が困難な残土（約6.0万ｍ3）は、関係
法令に基づき、適正に処理。
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温室効果ガス等
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環境影響評価の項目の選定

土地又は工作物の存在及び供用工事の実施

環境要因

環境要素

廃
棄
物
の
発
生

資
材
等
の
搬
出
入

発電所の運転
地
形
改
変
及
び

施
設
の
存
在

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

工
事
用
資
材
等
の

搬
出
入

機
械
等
の
稼
働

温
排
水

排
水

排
ガ
ス

○○産業廃棄物廃
棄
物
等

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に

よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ

き
環
境
要
素 ○残 土

●二酸化炭素

温
室
効
果
ガ
ス
等
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［保全対策、予測結果］
発電所の運転による温室効果ガス等への影響

予 測 結 果

将来※2現状※1

項 目
新２号機２号系列１号系列２号系列１号系列

52.2739.678.679.278.6 出力（万kW）

約34約19約45約45約52
年間発電電力量
（億kwh/年）

約39約27約63約65約72
年間燃料使用量

（万t/年）

約111約76約173約180約200
年間排出量

（万t-CO2/年）

約0.321約0.399約0.387約0.399約0.387
排出源単位

（kg-CO2/kWh）

※1．現状：設備利用率を１号系列75％、２号系列65％の場合を想定し、算出した値を示す。

2. 将来：設備利用率を１号系列65％、２号系列55％、新２号機75％の場合を想定し、算出した値を示す。

環 境 保 全 対 策

・発電用燃料は、他の化石燃料に比べて二酸化炭素排出量が少ないＬＮＧを使用する。
・利用可能な最新鋭の高効率ガスタービンコンバインドサイクル発電方式（発電端効率63.4％

［LHV：低位発熱量基準］）を採用する。

・発電設備の適切な維持管理及び運転管理を行うことにより、発電効率の維持に努める。
・発電所内の動力低減をできる限り図り、所内電力量の低減に努める。
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［影響評価］
発電所の運転による温室効果ガス等への影響

環 境 影 響 評 価

• 採用する高効率ガスタービンコンバイン
ドサイクル発電方式（発電端効率63.4％
［低位発熱量基準］）は、「ＢＡＴの参
考表」（令和４年９月時点）に掲載され
ている（Ａ）以上の技術に該当。

• 新２号機の二酸化炭素排出量は約111万t-
CO2/年であり、排出源単位は約0.321kg-
CO2/kWhとなり、リプレース後における柳
井発電所の二酸化炭素排出量を低減。

• 省エネ法に基づくベンチマーク指標の達
成に向けて確実に遵守する。

• 高度化法に基づく非化石電源比率の達成
に向けた取り組みとして、電力業界の自
主的枠組みに参加する小売事業者に電力
を供給するよう努める。

環境への負荷量の増加は少ない

ものと考えられ、温室効果ガス

の発生は、実行可能な範囲内で

低減されているものと評価。

「東京電力の火力発電入札に関

する関係局長級会議取りまと

め」との整合が図れているもの

と評価。
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環境監視計画
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環境監視計画

建 設 工 事 中

実施内容監視項目環境要素

工事関係車両の台数
を把握

工事関係車
両等の運行
状況

大気質
騒音・振動大

気
環
境

発電所敷地境界に
おいて、騒音・振動
レベルを測定

建設機械の
稼働

騒音・振動

各排水処理設備の出
口において、工事排
水中の浮遊物質量等
を測定

工事用排水
の水質

水 質
水
環
境

工事着手前にヒバリ、
アオスジクモバチ、
スジヒラタガムシの
生息状況を把握

鳥類
昆虫類

陸域に生息
する動物動

植
物

移植したシランの生
育状況を把握

植 物
陸域に生育
する植物

廃棄物の種類、発生
量、処分量及び処分
方法を把握し、年度
集計を実施

産業廃棄物

廃
棄
物
等

運 転 開 始 後

実施内容監視項目環境要素

煙突入口煙道におい
て連続測定

窒素酸化物大気質
大
気
環
境 発電所敷地境界に

おいて、騒音・振動
レベルを測定

発 電 所 の
運転

騒音・振動

各排水処理設備の出
口において、水素イ
オン濃度、化学的酸
素要求量等を測定

プ ラ ン ト
排水

水 質

水
環
境 取放水口で水温、放

水口出口で残留塩素
の連続測定

水 温
残留塩素

温排水

廃棄物の種類、発生
量、処分量及び処分
方法を把握し、年度
集計を実施

産業廃棄物

廃
棄
物
等
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総合評価
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総 合 評 価

本計画は適切である

ものと評価

• 工事の実施、発電所の運転において環境影

響を予測評価した結果、実行可能な範囲内

で環境影響を回避・低減している。

• 国及び地方公共団体が定めている環境基準

及び環境目標等の維持・達成に支障を及ぼ

すものではない。

総合評価



おわりに

本事業の実施にあたりましては、

環境保全と安全確保の対策に

最善を尽くしてまいります。

地域の皆さまのご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。


